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は大きかったのである。特に、1979 年に復刊された発行部数 965 万部の映画
専門誌『大衆電影』3 では、『砂の器』の中国上映に合わせ、連続的に関連記事が

















2 「日本の映画『砂の器』について」『光明日報』、1980 年 6月 2日。
3 「『大衆電影』元副編集長唐家仁回想録」www.zhebeijingnews.com（2004 年 9月14日）。



















































































に合わせるように、例えば、『霧の旗』=『復讐女』（呂立人訳、1987 年 2 月）、
『球形の荒野』=『重重迷霧』（謝志強・張素絹訳、1987 年 10 月）、『塗られ
た本』=『女人的代価』（柯森耀訳、1987 年）、『夜光の階段』=『女性階梯』（朱




















文氏が翻訳した『日本の黒い霧』は 1980 年代、3 度にわたって別々の出版社か
ら刊行された。1980 年 4 月は外国文学出版社、1983 年 5 月は福建人民出版社、




『日本の黒い霧』は、1960 年 1 月から 12 月まで『文芸春秋』に連載された
ノンフィクションである。「黒い霧」が流行語となるほど日本で流行したこの










































  7 藤井康栄編「作品と完全年譜」『松本清張の世界』『文芸春秋』10 月臨時増刊号、1992 年 10 月。 
  8 「姚雪垠と松本清張の対談：歴史小説の創作について」『当代文芸思潮』、1984 年 3月。
  9 松本清張「推理小説の読者」『松本清張全集 34』、文芸春秋、1974 年。
10 尾崎秀樹「解説」『新潮現代文学 35』新潮社、1978 年、381頁。
11 松本清張「推理小説の読者」『松本清張全集 34』、377頁。
12 松本清張「推理小説の読者」『松本清張全集 34』、377頁。































15 松本清張「私の小説作法」（『毎日新聞』1964 年 9月13日）、『松本清張全集 34』、446頁。



























































四川文芸出版社、2005 年 5 月）、『黒い福音』=『黒色福音』（同前）、『黒の線
刻画』=『黒点旋渦』（同前）、『黒い空』=『黒色的天空』（侯為訳、北嶽出版社、
2005 年 2 月）――が、中国の読者の興味に合わせて企画された 19。
また、2007 年 6 月から南海出版公司では『砂の器』や『点と線』を新たに
翻訳し、出版する企画も実施している。このように、1990 年代以降、それぞれ
異なる出版社から、『点と線』は 3 度（1998 年中国社会科学出版社、2003 年同前、




2007 年南海出版公司）、『砂の器』（1998 年群衆出版社、2007 年南海出版公司）
























































は日本人の読者によく知られている作品である。1960 年 1 月～ 61 年 12 月の
『オール読物』に連載され、1962 年 1 月に文藝春秋新社から単行本が刊行さ
れた。1975 年に松竹で映画化、1962 年から 2014 年まで 8 度テレビドラマ化
されている。
20 森信勝編『平野謙松本清張探求』同時代社、2003 年。
21 藤井淑禎『清張ミステリ とー昭和三十年代』文芸春秋、1999 年。



























































26 「松本清張作品、中国語名変更でベストセラーに」、2012 年 4月7日。http://www.recordchina.
co.jp/a60222.html。
27 『松本清張全集 6』、292頁。











































比較してみれば、30 年間で、日本の 100 年にあたる近代化の道を歩んできた。
中国の作家が書けないもの、批判しきれないものが、清張の文学には読み取れ
る。高度成長の時代に生まれた清張の文学は、人間の欲望、社会の構造、文化
の伝統、歴史認識などを、様々な物語を通して、批判的に表現した。中国では、
清張文学の受容によって、社会派推理小説を書くような作家がようやく生まれ
るようになったが、清張文学のような批判精神を持つ優れた小説にはまだほど
遠い。中国の読者は清張の文学を通して、異なる時代や環境を越えて、普遍的
な批判精神や教訓を得ている。越境する文学の力がそこに感じられるのではな
いだろうか。
